
16  

大阪経済法科大学・校友会報・９号 
Eメールアドレス：ｋｏｕｙｕ＠ｋｅｉｈｏ-ｕ．ａｃ，ｊｐ 
●編集／大阪経済法科大学校友会事務局
〒５８１ー８５１１　 
大阪府八尾市楽音寺６丁目１０番地 
TEL ０７２９・４１・８２１１（代） 
FAX ０７２９・４１・１５１０ 

校友会報 
校友会報・９号　２００４年５月30日発行 　　 

OSAKA UNIVERSITY OF ECONOMICS AND LAW

●校友会NOW 
　香川・岡山支部総会報告 
●事務局だより 
　幹事会報告・２００３年度事業報告 
　２００４年度事業計画 
●学歌がカラオケに 
●活躍する卒業生 
●大学の近況 

CONTENTS 
 

　シンポジウムの冒頭、主催者を代表して藤田整学長が、「シ
ンポジウムが大きな成果をうみ、成功裏に終わることを心よ
り祈念いたします」と、あいさつを行った。メアリー・ロビンソ
ン氏（元アイルランド共和国大統領／前国連人権高等弁務
官）のビデオメッセージが上映された後、来賓の外務省の嘉
治美佐子人権人道課長が、あいさつに立ち「政府や国際機
関が、皆様のような学会やＮＧＯなどの市民社会と十分に協
力することがますます重要となってくる」と語った。 

● 
　つづいて武者小路公秀CAPP所長が、基調講演を行った。
武者小路所長は、「ディアスポラは、自分の国にとどまる人
もいるし、移動して外の世界に定着する人もいる。いろんな
人がいることによって、アジアというのは面白い場所になっ
ている。文化的な多元主義が存在しているのが、アジアであ
る」と指摘し、「人権や平等から出発するが、互いに『異なっ
ている』ことに誇りを持つべきである。と『違い』を持ちながら、
社会の中で共に生きていくことの重要性を述べた。 

● 
　その後、午前中の第１セッションでは、オーストラリア国立
大学教授のテッサ・モーリス・スズキ教授を座長に、「ディア
スポラの現代史的意味」をテーマにして議論が繰り広げら
れた。とりわけ、「ディアスポラ」の概念規定をめぐって、移
民との比較のなかで白熱した議論が交わされた。 
　午後からの第2セッションでは、チュラロンコン大学のスリ
チャイ・ワンゲーオ教授を座長に、「東アジアにおけるディア
スポラの問題性と可能性」という主題の下、日本・コリア・中
国をはじめ北東アジアにおけるさまざまなレベルのネットワー
クの評価を巡って議論が盛り上がった。  
　最後の第３セッションでは、武者小路公秀所長を座長にし
て、アジア太平洋地域における将来の多文化社会創造のた
めの諸条件と可能性を模索するための、研究課題や方向性
が議論された。 
　朝９時から開始されたシンポジウムは、夜６時３０分まで、興
味深い議論が繰り広げられた。今後も年１回のペースでこう
した国際シンポジウムの開催をはじめ、共同の調査研究や
国際的なネットワークづくりを進めることを確認して、シンポ
ジウムを終えた。 
 
 
 

メアリー・ロビンソン氏（前国連人権高等弁務官）、嘉治美佐子・外務省人権人道課長があいさつ 

 

２月２５日、東京麻布台セミナーハウスにおいて、アジ
ア太平洋研究センター（ＣＡＰＰ）の設立を記念する国
際シンポジウム「アジア太平洋における平和と人権
～ディアスポラを中心にして」が開催された。シンポジ
ウムには、北京大学、オーストラリア国立大学、タイ・
チュラロンコン大学、韓国・大邱カトリック大学、早稲
田大学、立命館大学―５ヶ国７大学の９名の教授がパ
ネリストとして参加し、CAPP研究員をはじめ関東在住
の大学院生・大学教員・研究者ら約６０名が、終日、熱
心な議論を展開した。 

シンポジウムは朝から夕方まで活発な議論が行われた。 

基調講演をする武者小路所長 

アジア太平洋研究センター設立記念国際シンポジウム 

 

大学の近況 

「アジア太平洋における平和と人権 
　～ディアスポラを中心にして」を開催 
 

ディアスポラとは、世界各地に離散したさまざまな民族集団のこと。元来は、
ユダヤ・ディアスポラを指したが、今では、華僑や在日コリアンあるいは外国
人労働者などのこともディアスポラと呼ぶことがある。 
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香川支部総会報告 

N　　　　W
 

◇東京支部◇　　支部長　宮松　久浩　 
　　・勤務先　伊藤忠ウインドウズ株式会社　 
　　　　　　  関東営業所　所長 
　　・ＴＥＬ０３－５５４９－４４５１　　 
　　・Ｅ-mail：miyamatsu＠itcw.co.jp 
◇愛知支部◇　　支部長　中町　守人　 
　　・住所 〒５４７－０８０２名古屋市南区要町５－８６　　　
　　　（有）中町印刷 
　　・ＴＥＬ０５２－６１２－０１２０ 
◇石川支部◇　　支部長　松井　信司　 
　　・住所 〒９０２－０９３５金沢市石引１－１３－１４ 
　　・（携帯電話）０９０－８２６７－５１７２　 
　　・Ｅ-mail：smatui＠po３.nsknet.or.jp　 
◇岡山支部◇　　支部長　津嶋　講一　 
　　・住所 〒７０６－０２２４玉野市八浜町大崎１８４３ー１ 
　　（有）オレンジ薬局／代表取締役　 
　　・勤務先　０８６ー２６１ー２２６６ 
　　・ＴＥＬ０８６３－５１－３７６６（自宅）　　　　　　　　　

◇香川支部◇　　支部長　石塚　央　　 
　　・住所 〒７６３－００７２丸亀市山北町５２９－１　 
　　・（携帯電話）０９０－５１４４－７０９６ 
◇高知支部◇　　支部長　小橋　光生　 
　　・住所 〒７８０－００６４高知市和泉町１１－１６ 
◇広島支部◇　　支部長　枡田　博昭　 
　　・住所 〒７３３－００３３広島市西区観音本町１－１３－２１ 
◇福岡支部◇　　支部長　力武　英登　 
　　・勤務先　㈱不二越・九州支点　機械工具グループ
　　・ＴＥＬ０９２－４４１－２５０５ 
◇沖縄支部◇　　支部長　具志堅充彦　 
　　・住所 〒９０４－２２１４具志川市字安慶名３０９　 
　　・ＴＥＬ０９８－９７２－３３８８ 
 

昨年９月２７日（土）、第４回香川支部総会が、

瀬戸内海を一望する高松市浜ノ町の海

楽亭「きらら」で開催された。今回の総会は、

在学生が夏休み期間中ということもあり、

在学生（校友会準会員）にも総会参加の

案内を行った。夏休み最後の土曜日とい

うこともあり、在学生は既に大阪の下宿に

戻っているのではないかとの心配もあった

が、法学部１年生が参加してくれた。 

在学生への総会参加案内は、この間の香

川支部での集まりで意見として出された、「卒

業生先輩として、何か在学生の役に立ち

たい」「在学生が帰省する夏休み期間を

利用して校友会香川支部主催のイベント

を行いたい」との想いが実現したもので、

総会に参加した卒業生校友は大喜びであ

った。 

総会は、石塚央支部長（６期生）の挨拶で

始まり、①第５回校友会総会報告②今後

の香川支部活動、についての意見交換が

行なわれ、来年（２００４年）の総会も「在

学生が集い、卒業生と交流を持てる企画」

を十全に行っていくことが確認された。 

総会の後は懇親会に移り、会員間の交流

や在学生へのアドバイスなど話しは尽きる

ことなく懇親会は続いた。 

香川支部も今年９月で設立５周年を迎える。

第５回支部総会は、更に内容を工夫し、多

数の会員と在学生に参加していただき、

楽しんでいただけることを願って、香川支

部役員一同頑張りたい。 

 

 

※２００４年の香川支部総会は８月２１日（土）

の予定で企画しています。詳細が決まりま

したら案内いたします。 

 

　全国の校友会会員の皆さん、お元気で

すか。岡山支部では2000年9月設立以来、

4回目の支部総会を今年の2月28日、例年

通り「えきまえミヨシノ」にて開催いたしま

した。  

　大学より、東郷経済学部教授、庶務課

職員の藤原さん、校友会事務局より高岡

就職課長補佐をお招きし、大学の様子や

校友会活動の近況を報告していただきま

した。また、今後の支部活動のあり方につ

いても活発な意見交換を行い、一人でも

多くの会員が参加できるよう今後も岡山

支部として企画を検討していくことを全員

で確認、総会は終了しました。 

  続いて懇親会では、和やかな雰囲気の

中、話は自然とそれぞれの学生時代に…。

瓢箪山近辺での下宿生活の話やクラブ

での出来事など、毎年同じ話で不思議と

盛り上がっていました。さらに二次会はカ

ラオケスナックで‘学歌斉唱’が岡山支部

の慣例。学歌「我らが白き学舎に」を全

員で合唱し、延々と楽しい時間を過ごしま

した。 

初めて参加の方大歓迎！家族連れでも大

歓迎！女性は超歓迎です！ 

岡山支部総会報告 
 

全国から校友が集い交流深める 
 　昨年６月２８日、第５回大阪経済法科大学校友会総会ならびに懇

親会が、大阪梅田の「ザ・リッツカールトン大阪」で開催された。 

　全国各地から卒業生が参加し、大学からは在校生・教職員そして

父母会役員などが参加、総勢１５０名の関係者で会場は賑わった。

定刻の午後３時から、阪本誠常任幹事（１９７７年度卒業）の司会で

総会が始まり、伴井敬司会長（１９７４年度卒業）の開会の挨拶、藤

田整学長（校友会顧問）の挨拶が行なわれた。 

　伴井会長は挨拶の中で、「今年度事業として、新たに在学生へ

の奨学金制度を創設した」ことを紹介され、今後は校友会と父母

会との接点を作ることが大切で、そのための「共同事務局の設置」

などが今後必要であるとの考えを

述べられた。また、今回の総会は、

参加した校友に少しでも楽しんで

いただくため、講演会の開催や卒

業生のミュージシャンによるミニコ

ンサートを準備したことが紹介され、

今後もイベントの工夫をしていきた

いと述べられた。引き続き校友会顧

問である藤田整学長より、校友の

再会を歓迎する挨拶と大学の近況

報告が行われた。 

　総会議事では、２００２年度事業

報告及び収支決算書、２００３年度

事業計画及び収支予算書、第３期

校友会役員についてが報告・紹介された。 

　プログラム第２部では、本学卒業生（校友会幹事）であり弁護士

の濱田剛史さんによる「知って得する法律知識－日常生活編－」を

テーマにした講演が行なわれ、懇親会へと進んでいった。第３部の

懇親会は、沢勲副会長（大学学長補佐）の開会の挨拶と岩村等常

任幹事（大学学生部長）の乾杯の音頭で始まり、あちらこちらで再会

を喜び合う和やかな

懇談の光景が見られ

た。そして、懇親会の

イベントとして本学

卒業生でありミュー

ジシャンとして活躍し

ている「ウインズ」の

平阪佳久さんのミニ

コンサートが行なわ

れた。懇親会の最後

には、学歌「我らが白き学舎に」を全員で合唱し会場は更に盛り上

がっていった。楽しいひと時もアット言う間に過ぎ１年後の、再会を

約束しながら懇親会はお開きとなった。 

各
支
部
の
連
絡
先 

校友会ナウ 
第５回校友会総会開催 
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事務局 

■第１８回幹事会 
 
日時：２００３年１０月１８日（土）　１６時開会 
場所：Ｉ.Ｓ.Ｄ布施（留学生宿舎）２階会議室 
議題：①校友会奨学金募集要項について 
　　　②第４回校友会香川支部総会について 
　　　③父母会役員会との交流について 
 
＜審議の概要＞ 
　第１８回幹事会では、第１７回幹事会（２００３年
６月２８日開催）で承認された「大阪経済法科大
学校友会奨学金規程」に基づき、２００３年度の
奨学金募集要項が確認され、常任幹事が選考
委員となり奨学金選考委員会を開催することに
なった。 
　続いて、２００３年９月２７日に開催された第４回
香川支部総会についての報告が行われ、父母
会役員会との交流については、先ず親睦を深め
るための懇親会を開催することになった。 
※父母会役員との交流は、２００３年１２月２０日開 

催の第１９回校友会幹事会終了後の懇親会に
父母会役員を招待し交流を行った。 
 

■第１９回幹事会 
 
日時：２００３年１２月２０日（土）　１６時開会 
場所：Ｉ.Ｓ.Ｄ布施（留学生宿舎）２階会議室 
議題：①校友会奨学金の奨学生選考結果に
　　　　ついて 
　　　②２００４年度事業計画について 
 
＜審議の概要＞ 
　第１９回幹事会では、校友会奨学金奨学生の
選考結果について報告が行われた。 
　引続き、２００４年度事業計画についての審議
に入り、①第６回校友会総会および懇親会内容
②校友会幹事の役割②地方支部活動への支
援③父母会との共同事業の模索④校友会奨
学金予算と選考委員会⑤在学生の課外活動支
援⑥広報活動⑦中長期的な事業計画、などに
ついて意見交換を行った。 

■第２０回幹事会 
 
日時：２００４年３月２７日（土）　１６時開会 
場所：Ｉ.Ｓ.Ｄ布施（留学生宿舎）２階会議室 
議題：①２００３年度事業報告及び収支決算書
　　　　について 
　　　②２００４年度事業計画及び収支予算書
　　　　について 
 
＜審議の概要＞ 
　第２０回幹事会では、２００４年２月２８日に開催
された第４回岡山支部総会についての報告が
行われた後、２００４年度事業計画及び予算案に
ついて集中的な審議が行われた。事業計画審
議では、①第６回総会・懇親会の企画②地方支
部活動と校友会幹事会からの支援③在学生の
学生生活支援④中長期計画としての１０周年事
業⑤幹事会の役割分担、などについて意見交
換が行なわれた。なお、２００４年度事業計画に
ついては、５月１５日に開催される第２１回幹事会
で審議・承認することになった。 
 

■第２１回幹事会 
 
日時：２００４年５月１５日（土）　１６時開会 
場所：Ｉ.Ｓ.Ｄ布施（留学生宿舎）２階会議室 
議題：①２００３年度事業報告及び収支決算書
　　　　について 
　　　②２００４年度事業計画及び収支予算書
　　　　について 
＜審議の概要＞ 
　第２１回幹事会では、①２００３年度事業報告
及び収支決算書②２００４年度事業計画及び収
支予算書、について審議され、承認された。 
　２００３年度事業・収支決算および２００４年度
事業計画・収支予算については、６月２６日に開
催される第６回総会で報告される。 
 

 
　　　■大阪経済法科大学 
　　　校友会奨学金選考委員会 
 
日時：２００３年１１月１５日（土）　１５時開会 
場所：大阪経済法科大学本部棟２階 
　　　Ａ会議室 
議題：①２００３年度大阪経済法科大学校友会
　　　　奨学金奨学生の選考について 
＜審議の概要＞ 
　第１８回幹事会の確認に基づき、校友会奨学
金奨学生の選考が行われ、選考の結果１６名の
奨学生が採用された。 
 
 
 
 
 

１）総会 
 
　①第５回大阪経済法科大学校友会総会 
　　・６月２８日（土）開催、参加者１２５名 
　　・２００２年度事業報告及び収支決算書に
　　　ついて報告された。 
　　・２００３年度事業計画及び収支予算書に
　　　ついて報告された。 
　　・第３期校友会役員について報告された。 
　②弁護士 濱田剛史氏（14期生・校友会幹事）
　　講演会開催。  
　③懇親会開催。 
 
２）幹事会 
 
　①常任幹事会 
　　・４月１９日（土）開催。 
　　・２００３年度事業計画（案）が審議された。 
　　・第３期校友会役員の選出（案）について
　　　審議された。 
　②第１６回校友会幹事会 
　　・５月１７日（土）開催。 
　　・岡山支部総会報告及び支部役員承認、
　　　沖縄支部総会報告がなされた。 
　　・２００２年度事業報告及び収支決算書に
　　　ついて提案され、承認された。 
　　・２００３年度事業計画及び収支予算書に
　　　ついて提案され、承認された。 
　　・第３期校友会役員について提案され、承
　　　認された。 
　　・第５回校友会総会について提案され、承
　　　認された。 
　③第１７回校友会幹事会 
　　・６月２８日（土）開催。 
　　・第３期校友会役員の紹介。 
　　・第５回校友会総会実施要領についての
　　　打合せ。 
　　・大阪経済法科大学校友会奨学金規程に
　　　ついて提案され、承認された。 
　④第１８回校友会幹事会 
　　・１０月１８日（土）開催。 
　　・校友会奨学金の募集要項について報告
　　　された。 
　　・香川支部総会報告がなされた。 
　　・父母会役員との交流について審議された。 
　　・今期事業の進捗状況について報告され、
　　　今後の事業展開について審議された。 
　⑤常任幹事会 
　　・１１月１５日（土）開催。 
　　・大阪経済法科大学校友会奨学金の奨学
　　　生（１６名）について選考され、承認された。 
　⑥第１９回校友会幹事会 
　　・１２月２０日（土）開催。 

２００３年度事業報告（事業別） 
 

２００３年４月０１日から２
００４年３月３１日まで 

（単　位：円） 

（単　位：円） ◇支出の部 

◇収入の部 

   項   　目          　　  予算額               決算額                差    異         　           備　       考 　　　　　 

項   　目          　　   予算額             　決算額                差    異         　           備　       考 　　　　　 

２００３年度校友会収支決算書 

１．校友会費 
　　準会員　　　
　　正会員 
　　特別会員  
 
２．懇親会参加費 
 
３．受取利息 
　 
　小計 
　前年度繰越金 
　収入の部合計     

１．総会 
　旅費交通費 
　印刷製本費 
　会議費 
　講演料　 
 
２．幹事会 
　旅費交通費 
　会議費 
 
３．支部総会 
　旅費交通費 
　通信費 
　会議費 
 
４．会報・HP 
　通信費 
　印刷製本費 
　報酬委託手数料 
 
５．奨学金・卒業生名簿
　奨学費 
　印刷製本費 
 
６．共通・事務費 
　消耗品費 
　通信費 
　印刷製本費 
　報酬委託手数料 
　渉外費 
 
７．予備費 
　予備費 
　 
　小　　計 
　次年度繰越金 
　支出の部合計　 
 

 
13,890,000 
1,000,000 
200,000 

 
450,000 

 
　100 

 
15,540,100 
4,059,509 
19,599,609

 
300,000 
380,000 
2,500,000 

0 
 
 

200,000 
150,000 

 
 

300,000 
500,000 
900,000 

 
 

2,100,000 
1,200,000 
600,000 

 
 

3,840,000 
150,000 

 
 

200,000 
100,000 
800,000 
300,000 
100,000 

 
 

100,000 
 

14,720,000 
4,879,609 
19,599,609

 
207,880 
399,000 
1,859,394 
55,555 

 
 

136,000 
12,582 

 
 
0 

86,010 
152,240 

 
 

1,816,491 
1,220,100 
275,226 

 
 

3,840,000 
127,050 

 
 

77,747 
85,940 
236,250 
16,620 
28,000 

 
 

127,050 
 

10,759,535 
9,344,008 
20,103,543 

 

 
92,120 

△19,000 
640,606 
△55,555 

 
 

63,600 
137,418 

 
 

300,000 
413,990 
747,760 

 
 

283,509 
△20,100 
324,774 

 
 
0 

22,950 
 
 

122,253 
14,060 
563,750 
283,380 
72,000 

 
 

△27,050 
 

3,960,465 
△4,464,399 
△503,934

 
14,619,500 
1,020,000 
180,000 

 
225,000 

 
34 
 

16,044034 
4,059,509 
20,103,543

 
△729,500 
△20,000 
20,000 

 
225,000 

 
66 
 

△503,934 
0 

△503,934

在学生 

卒業生 

教職員等 

第５回総会６月２８日開催 

第１６回から２０回幹事会等 

香川支部総会９月２７日開催 

岡山支部総会２月２８日開催 

校友会報第８号（５月３０日発行） 

１６名採用 

２００３年度卒業生名簿 

２００２年度卒業生名簿 

２００３年６月２８日に開催された、第５回校友会総会以降、幹
事会が以下のとおり開催された。各幹事会の主な審議内容
について報告する。 

幹事会報告 
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２００４年４月０１日から２
００５年３月３１日まで 

（単　位：円） 

（単　位：円） ◇支出の部 

◇収入の部 

２００４年度校友会収支予算書 

１．校友会費 
　　準会員　　　
　　正会員 
　　特別会員  
 
２．懇親会参加費 
 
３．受取利息 
　 
　小計 
　前年度繰越金 
　収入の部合計     

１．総会 
　総会等運営費 
　報酬委託手数料 
　印刷製本費 
　旅費交通費 
　　 
２．幹事会 
　会議費 
　旅費交通費 
 
３．支部活動支援 
　会議費 
　旅費交通費 
　活動援助費 
　 
４．会報・HP 
　印刷製本費 
　通信費 
　報酬委託手数料 
 
５．学生支援 
　奨学金費 
　卒業生名簿 
　卒業祝賀会 
　経法祭参画費 
　学生活動援助費 
 
６．共通・事務費 
　印刷製本費 
　消耗品費 
　通信費 
　報酬委託手数料 
　人件費 
　渉外費 
 
７．事業積立 
　１０周年記念事業積立金繰入 
 
８．予備費 
　予備費 
　 
　小　　計 
　次年度繰越金 
　支出の部合計　 

 
18,940,000 
1,000,000 
200,000 

 
300,000 

 
　100 

 
20,440,100 
9,344,008 
29,784,108

 
2,500,000 
300,000 
380,000 
300,000 

 
 

500,000 
200,000 

 
 

900,000 
500,000 
500,000 

 
 

1,200,000 
2,000,000 
400,000 

 
 

4,800,000 
500,000 
1,000,000 
300,000 
1,000,000 

 
 

400,000 
400,000 
500,000 
100,000 
1,200,000 
100,000 

 
 

5,000,000 
 
 

2,000,000 
 

26,980,000 
2,804,108 
29,784,108

 
2,500,000 

0 
380,000 
300,000 

 
 

150,000 
200,000 

 
 

900,000 
300,000 

0 
 
 

1,200,000 
2,100,000 
600,000 

 
 

3,840,000 
150,000 

0 
0 
0 
 
 

800,000 
200,000 
600,000 
300,000 

0 
100,000 

 
 
0 
 
 

100,000 
 

14,720,000 
4,879,609 
19,599,609 

 

 
0 

300,000 
0 
0 
 
 

350,000 
0 
 
 
0 

200,000 
500,000 

 
 
0 

△100,000 
△200,000 

 
 

960,000 
350,000 
1,000,000 
300,000 
1,000,000 

 
 

△400,000 
200,000 

△100,000 
△200,000 
1,200,000 

0 
 
 

5,000,000 
 
 

1,900,000 
 

12,260,000 
△2,075,501 
10,184,499

 
13,890,000 
1,000,000 
200,000 

 
450,000 

 
100 
 

15,540,100 
4,059,509 
19,599,609

 
5,050,000 

0 
0 
 

△150,000 
 
0 
 

4,900,000 
5,284,499 
10,184,499

総会・表彰・懇親会等 
講演会、演奏等企画費 
案内状（カラー刷）等 
支部役員等出席旅費 
 
 
幹事会開催費用（年６回開催予定） 
支部役員等出席旅費 
 

支部総会開催費 
支部総会への出席旅費等 
支部活動・運営・企画補助 

校友会報発行 
校友会発送費 
発送代行費・HP制作費 

２０名（各学年５名）×２万円×１２ヶ月 
２００４年度卒業生名簿 
 
テント購入・企画運営費 
学生企画・活動援助金 

封筒等 
パソコン、会報送付用タックシール等 
支部活動通信費含む 
 
事務局関係実務 
 

学生支援等 

１）第６回校友会総会・懇親会 
 

●日　時　　 

　６月２６日（土）　１６：００～２０：００ 

●場　所　　 

　ホテルニュ－オ－タニ大阪 

●懇親会参加費  

　 ３，０００円 

 

＜プログラム＞ 

　　　Ⅰ部　校友会総会 

　　　Ⅱ部　講演会 

　　　Ⅲ部　懇親会パ－ティ－ 

 

 

２）地方組織 
 

 ＜支部組織支援の方策＞ 

①支部活動企画運営補助を行う。 

  ＜新規予算＞　 

②幹事会として支部組織強化の人員

配置を行い、地方支部長を支援する。 

 

 

３）校友会報 
 

校友会総会開催案内を兼ね、校友

会報第９号を５月下旬発刊。 

 
４）学生活動支援 
 

◆校友会奨学金 

　（月額２万円×１２ヶ月の２４万円を

　給付、１年限り） 

　　　●２００４度より奨学生採用枠を

　　　２０名（2003年度１６名）とする。

　　●奨学金選考委員会の構成：

　　　常任幹事に加え幹事より３名

　　　程度選出  

　 《募集・選考日程》 

　　４／８　～４／１３　 

　　　奨学金説明会 

　　４／１２～４／２８ 

　　　申込受付期間 

　　６／２６　　　　　 

　　　奨学金選考委員会 

　　　（校友会総会当日14：00～） 

　　７月上旬              　 

　　　採用者発表 

◆卒業式 

  　・卒業生名簿作成費増額 

  　・卒業生祝賀会＜新規予算＞ 

◆経法祭参画費＜新規予算＞ 

  　・校友会の名前入りテント購入 

  　・企画運営費 

 

◆学生活動企画援助金＜新規＞ 

　学生の様々な活動・企画に対し、

　選考のうえ援助金を出す。 

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　 

５）事務局の強化 
〈新規予算〉 
 

校友会事務を担当する人員と必要

な物的条件の配置・整備を検討する。 

 

６）１０周年記念事業 
〈新規予算〉 
 

準備委員会をもうけ事業内容を検討、

予算措置（２００４年度）を行う。 

 

　　　　　　　　　　　　　　　

在学生 
卒業生 
教職員等 
 
100名×3,000円=300,000円 

項　目　　　　本年度予算額　 前年度予算額　　  比較増減　　               備   考 

項　目　　　　本年度予算額　 前年度予算額　　  比較増減　　               備   考 

　　・校友会奨学金の奨学生選考結果につい
　　　て報告された。 
　　・２００４年度事業計画（案）について提案さ
　　　れ、審議された。 
　⑦第２０回校友会幹事会 
　　・岡山支部総会報告がなされた。 
　　・２００３年度事業報告及び収支決算書（案）
　　　について提案され、承認された。 
　　・２００４年度事業計画（案）及び収支予算
　　　書（案）について提案され、承認された。 
　　・幹事の役割分担（案）について提案され、
　　　審議された。 
 
３）地方支部活動 
 
　①沖縄支部総会 
　　・３月２１日（金）開催。 
　　・第４回校友会総会報告がなされた。 
　　・支部活動の参加会員拡大と今後の支部
　　　活動について審議された。 
　②香川支部総会 
　　・９月２７日（土）開催。 
　　・第５回校友会総会報告がなされた。 
　　・在学生との交流を持てる企画について審
　　　議された。 
　　・今後の支部活動について審議された。 
　③岡山支部総会 
　　・２月２８日（土）開催。 
　　・第５回校友会総会報告がなされた。 
　　・支部活動の参加会員拡大について審議
　　　された。 
　　・今後の支部活動について審議された。 
 
４）会報・ホ－ムペ－ジ 
 
　①校友会報第８号 
　　・５月３０日発行 
　　・支部組織の活動、2002事業・決算報告、
　　　2003事業計画・予算報告、奨学金制度、
　　　大学の近況等の内容が掲載された。 
　②ホ－ムペ－ジ 
　　・校友会ホ－ムペ－ジをリニュ－アル。 
 
５）奨学金・卒業名簿 
 
　①校友会奨学金 
　　・2003年度は、秋に募集を行い常任幹事
　　　会で選考し、１６名を採用された。 
　②卒業名簿 
　　・2003年度卒業生名簿を作成し、卒業式
　　　当日に配布した。 
 

２００４年度の事業計画 
 

 

（注）前年度予算額については、本年度予算額に対応させて、適宜、組み替えを実施している。その結果、 
　　前年度予算額における支部総会通信費は、共通・事務費通信費予算に含めて表示されている。 
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活躍する卒業生 

ーまずは甲子園出場（２００３年・夏）おめでと
うございます。監督として甲子園出場を果た
した感想はいかがですか。 
 
藤原　１回戦で５３、０００人満員の中で試合
ができたことに感激しました。甲子園出場
までの大阪大会がとても苦しい試合ばか
りだったので、特にそう思いましたね。 
 
ー監督就任２年目で甲子園出場を果たした
わけですが、伝統ある強豪校を率いていく重
圧は相当なものだったでしょう。 
 
藤原　ずっと胃が痛かったですね。昨年に
監督に就任した時は、「闘えば勝てる」と
いう根拠のない自信を持っていたのですが、
実際には送りバントもまともにできない状
況で、選抜出場をかけた近畿大会にも出
場できませんでした。それからの１年間は「こ
れでもか」という気持ちでとにかく練習に
打ち込み、ここまで来たという感じですね。
監督として選手を指導しながら考えるのは、
選手に言うことは結局自分に返ってくると
いうことです。「なぜバントができないんだ」
と選手に言うよりも、できるように練習の
中でしっかりと指導してこなかった監督の
責任だと思うようになりました。ですから、
今年の夏の大会はいかに自分たちが普段
練習でやっていることを出せるかに集中し
てきました。 
 
ー選手の姿は監督の指導方針が反映したも
のだということですね。選手指導の成果が現
れると、監督としての充実感も大きいと思い
ますが。 
 
藤原　大会ごとに目標を設定して臨んで
いきたいと思っています。今は一つずつ課

題をクリアして次に進むという感じで毎日
が充実しています。もちろん野球部ですか
ら、野球を指導するわけですが、何よりも
取り組む姿勢というものを大切にしたいと
考えています。高校を卒業して野球を続
ける進路に進む者もいれば、そうでない者
もいるでしょう。しかし野球というものを
通じて物事に取り組む姿勢を身に付ける
ことができればと思います。 
 
ー監督らしい答えですね（笑）。これから「藤
原の野球」というものを見せてください。藤
原さんが監督になったと言うと、周囲の人か
らはよく「どうやってなったのか」と聞かれる
んです。私も自分が知っている限りで答える
んですが、野球指導者になるには色々な紆
余曲折があったと思います。その辺りの話を
聞かせてください。 
 
藤原　運も良かったんだと思います。学生
時代は指導者になりたいと思って教職課
程を履修していたのですが、結局、修了に
は２教科足りずに卒業しました。それで最
初は一般企業に就職したんですが、１年経
った頃にＰＬ学園の寮係兼コーチの話があ
ったんです。 
 
ーそれで迷わずコーチの道を選んだんですか。 
 
藤原　野球に携わりたいとは思っていまし
たが、正直迷いました。就職課にもお世話
になったので相談に行きましたし、加藤さ
んにも相談に行きましたね。最終的には自
分がやりたいことをしなければと思い、コ
ーチの道を選びました。それからは寮係を
しながら、通信制でやり残した教職免許を
取得し、非常勤講師兼野球部コーチとなり
ました。そして監督就任と同時に教諭とし
て採用されました。運というか、タイミング
も良かったのだと思います。 
 

藤原　私の場合は年齢が若いこともあり、
監督や先輩コーチと選手・生徒の間で潤
滑油のような役割を果たせたのではない
かと思います。選手にとってはコーチとい
うよりもＯＢという感じだったのでしょう。 
 
ー教壇に立つということも大変だったのでは？
　毎日授業の準備で大変だったでしょう。 
 
藤原　最初はクラブ生を集めたクラスを
受け持っていましたが、今は一般生も教え
ています。野球でもそうですが、生徒との
信頼関係を作るのが一番大切ですね。人
に教えるというのは難しいなということを
いつも感じながら教壇に立っています。 
 
ー本当に指導者になりたいという夢をあきら
めなくて良かったですね。確かに大学４年間
では教職を取りきれなかったけど、積み重ね
があったからこそだと思います。いま大学でク
ラブ活動をしている学生の半数ぐらいは指
導者になりたいという漠然とした思いは持っ
ています。でもその中でそのために具体的な
努力をできるのは多くありません。。夢が夢
で終わってしまう学生が多いのではないかと
思います。 
 
藤原　私の場合は在学中には教職免許を
取り切れませんでしたが、ちゃんと頑張れ
ば４年で取れると思いますし、実際に同級
生でちゃんと取った者もいます。周りの理
解やサポートがあって、あとは本人がやる
気さえあれば十分可能です。最終的には
教職を含めて１８８単位取りました。まあ色々
と助けてもらいましたが（笑）。 
 
＜インタビューを終えて＞ 
笑顔で語る藤原さんは、スポーツマンらしく
爽やかで好青年という感じがしました。重圧
にもめげず頑張ってください。多くの校友が
期待しています。 

PL学園の野球部監督として 

藤原 弘介さん 
PL学園の野球部監督として、昨年の夏、甲子園・全国高等学校野球選手権への出場を果

たした藤原さんにインタビューをお願い致しました。インタビューを通して、伝統ある強豪校

の監督を務めている緊張感とともに、選手・生徒の成長を第一に考える思いやりある指導

者になるために、常日頃努力されていることを強く感じました。 
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ま
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え
て
こ
え
て
　
理
想
め
ざ
す
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今
は
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れ
ら
が
白
き
学
舎
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愛
と
誠
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み
つ
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法
大
あ
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の
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う
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君
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深
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風
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に
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の
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あ
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　本学の学歌「われらが白き学舎に」

がカラオケに収録されているのをご存

じだろうか。 

校友会常任幹事であり、株式会社オン

キョーシステム等、いくつかの会社の

代表取締役を勤める阪本誠氏（４期生、

1977年度卒業）が第一興商に働きか

けて実現したものだ。第一興商といえ

ば通信カラオケＤＡＭ、カラオケボック

ス「ビッグエコー」で知られるカラオケ

業界のトップ企業であり、第一興商の

カラオケに収録されたということはつま

り全国どこでも本学の学歌を歌うこと

ができるということだ。 

　カラオケに行く機会があれば索引で

校歌を検索してほしい。そして、一度学

歌を歌ってみてほしい。きっと学生時

代の懐かしい思い出が蘇ってくること

だろう。全国に７００以上ある大学のうち、

カラオケに校歌が収録されている大学

はわずか６大学しかない。本学以外は

１００年以上の歴史を有する大学ばか

りであり、いかにこのことが快挙である

か理解できる。 

　来る６月２６日の校友会総会の場で

阪本常任幹事の功績を称えるために、

大学ならびに校友会より、感謝状と記

念品が贈られることになっている。 

（１９９６年度 法学部卒） 

◆インタビュア：加藤真司（本学野球部監督、学生課職員） 



大学院合格実績 

[２００３年度] 

●東京大学大学院（経済学研究科）●京都大学大学院（法学研究科） 

●大阪府立大学大学院（人間文化学研究科）●大阪府立大学大学院（経済学

研究科）●大阪府立大学大学院（農学生命科学研究科）大阪市立大学大学院

（経済学研究科）●大阪市立大学大学院（創造都市研究科）●早稲田大学大

学院（情報生産システム研究科） 

※２名合格●関西大学大学院（経済学研究科）●関西大学大学院（外国語教

育研究科）●摂南大学大学院（経営情報学研究科）●大阪学院大学大学院（法

学研究科）●大阪商業大学大学院（地域政策学研究科） 

※３名合格●韓国・精神文化学院（政治学専攻） 
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　目指していた試験に合格できてすご
くうれしいです。これで勉強が終わるわ
けではありませんが、受験勉強から解
放されるのもうれしいですね（笑）。 
　父が公認会計士であることもあり、入
学時から公認会計士を目指していました。
無料でＳコースを受講できることを決
め手として大阪経済法科大学を選びま
した。簿記の勉強は、大学に入ってから
始めましたが、１年生のうちに３級、２級
に合格することができました。簿記２級
合格後は簿記１級と公認会計士の両方
を視野に猛勉強を開始し、まず簿記１級
に合格。簿記だけに絞れば１級ももっと

早く取得できたと思いますが、最終目
標はあくまでも公認会計士でした。 
　試験準備のために民法、商法、簿記、
財務諸表などの科目を特に重点的に勉
強し、今年に初めて公認会計士試験を
受験しました。１年生に会計職基礎講座、
２年生に公認会計士講座、３年生からは
公認会計士上級講座と入学以来、Ｓコ
ース（特修講座）の「会計職講座」を受
講したおかげでスムーズにステップア
ップできたと思います。  
　経法大は一生懸命頑張る学生には充
実したバックアップをしてくれます。私
も最初から猛勉強をしたわけではあり
ません。「Ｓコースがあるし、やってみよ
うか」というところから始まって、基礎
講座→会計士講座→上級講座という段
階的なプログラムに沿って、自然にハー
ドな勉強もできるようになったのです。
また上級講座になって学外の専門学校
に行かせてもらいましたが、試験のた
めに必死で勉強している人たちからも
大いに刺激を受けました。 
　Ｓコースができてから僕が初めての
公認会計士合格者だそうですが、Ｓコ
ースを活用して、これからもっと多くの
学生が会計職を目指して頑張って欲し
いです。 
 

　昨年１０月６日、平成１５年公認会計士第

２次試験論文試験の合格者が発表され、

本学経済学部４年（当時）・夘野貴志（う

のたかし）さんが合格しました。 

　夘野さんは、入学以来、Ｓコース（特修

講座）の「会計職講座」を受講。 

３年間の学習を経て、今年はじめて公認会

計士試験を受験。昨年５月の第２次試験

短答式試験、同年７月の同論文式試験に

パスし、初受験で第2次試験合格を果たし

ました。昨年の公認会計士試験は、志願

者１４，９７８名、短答式試験合格者は３，３７

３名。さらに論文式試験に合格した合格者

は１，２６２名、合格率８．４％と極めて狭き門

でした。また、第２次合格者のうち、大学在

学中の合格者は１９４名と全国でも数少な

い現役合格者として試験を突破しました。

  

 

大学の近況 

夘野貴志さん（経済学部４年） 
が公認会計士第２次 
試験に現役合格！ 
 

大学院進学、国内外 
の大学院に１９名が 
進学 
 　大学院は、「研究者の養成機関」とい

う伝統的な役割に加え、法科大学院・ＭＢ
Ａ・会計専門職など専門職を養成する役
割を担うようになり、進学者数もこの10年
余りの間に倍増している。 
　そのような中で本学でも大学院に進学
する学生たちも年々増加しており、2003
年度は１９名が国内外の大学院に進学した。
またこの他、１年間の研究生を経て、大学
院進学をめざす学生も多い。これから彼
らがどのような活躍をしてくれるか、非常
に楽しみだ。 

　本学は留学生を積極的に受け入れて
おり、現在、約２００名の留学生が学んで
いる。留学生は卒業後、帰国して就職・
進学する者もいれば、日本に留まり就職
する者、また大学院に進学してさらに研
究を深めようと志す者も多い。 
　本学卒業生の呉紅敏さんもそんな留
学生の一人だ。呉さんは１９９４年に本学
法学部に入学。１９９８年に卒業後、１年間
研究生を経て、１９９９年から大阪府立大
学経済学研究科に入学した。その後、順
調に研究業績を積み重ね、２００１年には
修士論文「中国における社会保障制度
の歴史的展開と課題」で修士課程を修
了し、２００４年３月に見事、博士学位を取
得したのだ。この１０年ほどの間に大学
院進学者が増加しているが、本学卒業生
で博士学位を取得したのは呉さんが記
念すべき第１号となった。 
 

―学位取得おめでとうございます。まずは

呉さんの研究について教えてください。 

 
呉：やっとの思いで博士学位を頂くこと
ができました。学位論文は「中国医療保
障制度の課題と展望―日本法との比較
を中心として」です。私が属しているの
は経済学研究科で学位も経済学博士で
すが、私自身の専門は社会法、特に社会
保障法です。 
 
―経済学研究科で法学を専攻できるんで

すか。 

 
呉：大阪府立大学は経済学研究科の中
に法学を専攻できるコースがあるんです。
私が研究している社会保障法は経済学

と法学の隣接科目ですから、経済学研究
科で法学を学ぶ利点があったのではな
いかと思います。 
 
―博士号を取るとなると研究もかなり大

変ではなかったですか。 

 
呉：最近は課程博士も増えていますが、
それでも大阪府立大学経済学研究科で
はまだ少ないですね。２００３年度までで
第３８号で、私はそのうちの第３５号とい
うことになります。やはり研究を継続し
ていくことはなかなか大変なことです。
私も恩師との出会いがあったからこそ
だと思っています。 
 
―これからはどういう研究を進めていく考

えですか。 

 
呉：学位論文では日本法との比較で中国
医療保障制度について検討しました。
その成果を土台にして、これからは社会
保障・社会政策を中心に、東アジアの国
際比較へと発展させたいです。 
 

―意欲的な計画ですね。ぜひ実現してく

ださい。最後に後輩の在学生たちに一言

お願いします。 

 
呉：経法大は人材を輩出するという意味
において非常に良い環境を整えてくれ
ていると思います。その中で研究者を
めざす後輩たちもたくさん出て欲しい
です。研究をしたいと思ったら、まず問
題意識をはっきりさせること、それを志
望する大学院の先生にアピールするな
どチャレンジすることが大切です。その
ためにも前もって志望校を調査してお
くのが良いですね。それと忘れてはなら
ないのは英語です。研究活動を続けて
いく上で必ず必要とされるものですから。 
 

●２００２年３月　 
　本学経済学部卒業 
●２００４年３月　 
　滋賀大学大学院経済研究科修士課　
程修了。 
　修士論文「経営コンサルタントの　
　雇用流動性に関する定性的研究」 
●２００４年４月 
　東京大学大学院経済研究科 企業・　
市場専攻博士課程進学。  
 
「即断・即決・即実行」、「back to zero

（原点回帰）」は山路さんから後輩たちへ

のメッセージ。 

　現代は、スピード感がないのは致命的。

そして、だからこそ“初心忘るべからず”。 

  バランス感覚あふれる２つのメッセージ

である。 

即断・即決・即実行、 
そしてback to zero 
（原点回帰） 
 
東京大学大学院　 
経済研究科後期博士課程に 
進学 
山路崇正さん 
 

本学卒業生（留学生）の呉紅敏さん、 
大阪府立大学から博士学位を授与 

インタビュー 
 

（２００３年１０月） 
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キャンパスライフの愉しみ方の一つとして、新入生に（も
ちろん２年生以上の人たちにも！）課外活動に参加す
ることを奨めするため、学生団体の皆さんに集まって
もらい課外活動の意味について語ってもらった。現役
学生の生の声をお届けいたします。 

大学の近況 大学の近況 

課外活動に 
取り組もう 
 

 

キャンパスライフの愉しみ方 

経済学部２年 
印藤 亜也子 
女子バレー部 

―今日はお忙しい中、集まっていただき、

ありがとうございます。いよいよ新入生を

迎える時期が来ました。入学前から「この

クラブに入ろう」と決めている人もいれば、

何かしたいけどまだ決めてない人、「私に

は関係ないや」と考えている人など、課外

活動に対する新入生のイメージは様々だ

と思います。今日は皆さんに課外活動を

通じたキャンパスライフの愉しみ方につい

てお話いただきたいと思います。最初に自

己紹介を兼ねて、活動紹介をしてもらえま

すか。 

 
印藤：経済学部２年の印藤です。女子
バレー部に所属しています。私は最初
はバレーボール部のマネージャー志望
だったんですが、去年のワールドカップ
のお手伝いをしたことが縁で女子バレ
ー部の選手になりました。女子バレー
部の良いところは学年を超えてメンバ

ーがとても仲が良いことです。体育会ク
ラブと言うと、練習第一で授業を受ける
のも大変ではないかと考える人もいる
と思いますが、私たちのクラブはそんな
ことはありません。資格講座を受け 
ている人たちもたくさんいます。 
 
嶋田：サッカ
ー部の法学部
４年、嶋田です。
体育会実務セ
ンターの役員
もやっていま
す。サッカー
部の練習は平
日の４時３０分
からで、土、日
はリーグ戦の
前以外は基本
的に休日です。
普通のサッカ
ー部の練習以
外には、去年から八尾市と提携した地域
ボランティアの一環として、子どもたち
にサッカーを教える体験会のコーチな
どもしています。 

新垣：法学
部２年の新
垣です。学
友会執行委
員会で財務
局員をして
います。私
は友達と一
緒に経法祭
実行委員会
に入ったの
がきっかけ
で学友会に
関わるよう
になりまし
た。学友会は全学生を網羅した自治団
体で、学生の意見を集めて大学に要望
するなど、学生生活の充実と向上のた
めに様々な活動を行っています。と言う
と堅いイメージがあるかも知れませんが、
学生大会のアンケートをたくさん集め
るために、「書いてくれた人には豚汁を
プレゼント」という感じで、色々な工夫を
しながら活動するのも面白いですよ。
何となく学生団体に入りづらいというイ
メージがあるかもしれませんが、ぜひ参
加してみて欲しいですね。 
 
町田：法学部３年の町田です。放送局
に入っていますが、私の場合は入学当初
から放送局に入ろうと思っていて入部し
ました。放送局の活動としては、皆さん
もよく耳にしている昼休み時間の放送
のほか、色々
な学生イベン
トに参加して
います。放送
局の魅力は
何と言っても
自分が好き
な曲をキャン
パスに流せる
ことです。そ
の他にもＮＨ
Ｋ放送コンテ
ストに応募し
たりもします。

これからどんどん活動の幅を広げたい
ですね。 
 
長野：経法研（経済法律研究会）で活
動をしている長野と言います。私たち
は体育会や文化会所属のクラブとは違
って友好会なんですが、昔からの活動成
果を認めていただいて特別に部室もい
ただいています。今はエクステンション
センターがありますが、以前は経法研が
自主的に資格取得のための勉強をして
いました。私は授業プランの立て方を
教えてもらうために経法研を訪ねたの
が入ったきっかけです。１年生は単位の
こととか初めてのことが多くて戸惑うこ
とも多いと思います。そんな時はぜひ
経法研に来てください。 

 
本澤：文化
会本部長の
本澤です。ク
ラブは吹奏
楽部に所属
しています。
吹奏楽部は
もちろん経
験者もいま
すが、大学に
入って始め
た初心者も
多く、「興味
がある」「や
ってみたい」

という気持ちさえあれば大丈夫です。
実際、３年生は全員初心者でしたが、今
はちゃんと演奏できるようになっていま
す。興味がある人はぜひ入ってください。 
 

―クラブ紹介をそれぞれ簡単にしてもらい

ましたが、もう少し詳しく聞いてみたいと思

います。まず体育会クラブについてですが、

全体的に見てどういう状況ですか。 
 
嶋田：体育会所属のクラブは現在、２８
クラブあり、総勢６００名の学生が所属し
ています。体育会クラブと一言で言って
も様々で、世界レベル・全国レベルで活

躍しているクラブもあれば、じっくりとマ
イペースを保って活動しているクラブも
あります。全体的に見ると、人気がある
種目では、「やる気があれば来るだろう」
という感じで、あまり勧誘をしないとこ
ろが多いかも知れません。大学の体育
会クラブは、何となく「スポーツをした
いな」という気持ちでは続かないかも
知れません。やはり「競技」ですから。
それに合宿や遠征の費用、ユニフォーム
や競技用具など、それなりに出費もあり
ます。「やりたい」という気持ち、やる気
が求められます。でも「クラブに入ると
勉強やアルバイトの時間がなくなるの
ではないか」という心配は無用だと思い
ます。ほとんどの学生はアルバイトもし
ているでしょうし、教員免許を取得したり、
資格講座を受ける学生も多いですよ。
それにクラブ活動を通じて人間関係を
学んだり、広げたりできるのも大きな利
点だと思います。 
 
―文化会クラブはどうでしょうか。 

 

本澤：文化会クラブは現在１９団体が活
動中で、約２００名の学生が所属していま
す。それぞれのクラブでの活動とともに、
文化会本部の活動もありますし、経法祭
実行委員会にも参加する学生も多いです。
  
嶋田：体育会・文化会以外に友好会や
執行委員会なども合わせると１０００名弱
ぐらいが課外活動に参加しているという
ことになると思います。 
 
―１０００名というと４名に１名ですね。思っ

たより多いような印象を受けますね。先ほ

ど嶋田さんがクラブ活動は厳しい面もあ

るが、得られるものも多いというお話をさ

れていました。皆さんの意見はどうですか。 

 
町田：どのクラブもそうだと思いますが、
放送局は勉強・教室以外に大学での「居
場所」を提供してくれるものだと思いま
す。休み時間に部室に集まって授業の
ことを話したり、世間話をしたりするこ
ともクラブ活動のもう一つの側面です。 

印藤：大学
に入ったら何
か活動をや
るべきだと
思います。ア
ルバイトをた
くさんしてい
る学生もい
ると思いま
すが、それと
はまた違っ
た経験がで
きます。先ほ
ど嶋田さん
が話していたスポーツ振興ＮＰＯに参加
する中で人脈が広がったなと感じます。 
 
長野：クラ
ブや友好会
は大学の中
に自分の「居
場所」を作っ
てくれます。
中学・高校と
大学との違
いの一つは、
中学・高校で
は教室は同
じで先生が
変わるのに
対して、大学
は時間ごと
に教室が変わる点ではないでしょうか。
その点、部室に行けば、ソファもあるし、
キッチンもあるし、オセロもあるし、本も
揃っている（笑）。自分たちの部屋とい
う感じですね。その中で先輩・後輩の関
係も含めて人間関係を広げ深めること
ができると思います。 
 
―最後に新入生の皆さんにメッセージを

お願いします。 

 
嶋田：スポーツもお客さんではなく、参
加者になった方が楽しいものです。経
法祭も見るだけより、参加した方が楽しい。
ちょっと苦しさもあるから、喜びもある。

法学部４年 
嶋田 尚樹 
サッカー部 
体育会実務センター 
役員 

法学部２年 
新垣 清乃 
学友会執行委員会 
財務局員 

法学部４年 
本澤 慎司 
文化会本部長 
吹奏楽部 

法学部３年 
長野 由香経法研 
（経済法律研究会）で 
活動をしている 

法学部３年 
町田 朋佳 
放送局 
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ある。そういうものではないでしょうか。
志さえあれば、どんな人でも自分に合っ
たクラブが見つかるはずです。ぜひ訪
ねてみてください。 
本澤：学生時代は社会に出る前の予備
期間みたいなものだと思います。学生
生活を送る上で一番大切なことは何か
を成し遂げたという充実感を持って卒
業することです。しっかり目標を持って
いる人もいれば、そうでない人もいるで
しょうが、それがあるかないかで過ごし
方は大きく違ってきます。気が付いたら
もう卒業ということでは、あまりにもっ
たいないです。社会で生きていく上で
人との関わりを断つことはあり得ないこ
とです。他者との協調を図りながら自己
主張もしなければなりません。時には波
風も経験するかも知れません。そういう
ことを模擬的に経験できるのがクラブ
活動ではないかと思います。活動方針
の決定、運営費の扱い、他大学との交流、
自分とは違った個性・人生観を持った人
との付き合い、他者への配慮、自己主張
の仕方など、学べることは数多くあり、
そこで築き上げた人間関係は一生の財
産になると思います。 
新垣：何かやってみたいな、大学をもっ
と良くしたいなと思ったら、学友会執行
委員会に来てください。キャンパスを盛
り上げられるように、楽しく活動をしまし
ょう。 
 
―今日はありがとうございました。短い時

間でしたが、課外活動を通じて得られる充

実感やメリットを伝えられるようなお話をし

ていただいたのではないかと思います。新

歓期間の真最中ですが、ぜひ多くの新入

生が様々な課外活動に参加してほしいと

思います。 

 
 
 
 
 
 

　３月１８日（木）、本学総合体育館「尚淑館」
で午前１１時から第３０回卒業式が挙行され、
経済学部３６５名、法学部３６３名が新たな門
出を迎えた。  
　式典では、冒頭、出席者全員で学歌「わ
れらが白き学舎に」を斉唱した後、経済学
部卒業生を代表して小泉泰典さん、法学
部卒業生を代表して田中知香さんが学位
記を授与された。 
　続いて藤田整学長から式辞、伴井敬司
校友会会長から祝辞をいただき、続いて「学
長賞」「学部長賞」「学長特別賞」「スポ
ーツ敢闘賞」「文化活動特別賞」の授与
が行われた。そして卒業生を代表して井
上麻理奈さんが答辞を行い、学生生活で
得られたことを糧にこれから社会で活躍
していく決意を語ってくれた。最後に全体
で「蛍の光」を斉唱し、卒業式は厳粛な雰
囲気の中で閉式となった。 
 
〈学 長 賞〉 
経済学部　小泉泰典　 
経済学部　田中知香 
法 学  部　新村知宏 
法 学  部　井上麻理奈 
〈経済学部長賞〉 
　　　　今西弘喜　中根　望  
〈法学部長賞〉   
北山優哉　池邊　洋　水野邦彦 

〈学長特別賞〉 
経済学部　夘野　貴志 
〈法学会学生顕彰論文優秀賞〉 
二席　田邊弘樹　論文名「自白の信用性」 

三席　林　里奈　 
論文名「『水』戦争 公共事業と政治策略
（長野の脱ダム問題をめぐって）」  
　　　西郷祐介　 
論文名「死刑存廃論と代替刑について」
 〈スポーツ敢闘賞〉   
経済学部　沖坂　裕 [卓球部]  
　　　　　田中知香 [卓球部]  
法 学  部　屋我慎二 [ソフトボール部]  
〈文化活動特別賞〉 
経済学部　北尾哲也 

　４月３日（土）、天候にめぐまれ満開の
桜のもと、総合体育館「尚淑館」で午前
１０時から２００４年度入学式が挙行され、
経済学部４８９名、法学部５１８名が晴れの
日を迎えた。 
　入学式では、最初に新入生代表によ
る挨拶が行われ、経済学部生を代表し
て野原孝泰さん、法学部生を代表して
吉村由佳さんが宣誓文を読み上げた。
続いて、藤田整学長から式辞、岩崎健二
八尾市助役から八尾市長の祝辞代読が
行われた。 
　また在学生を代表して学友会執行委
員長の後藤里恵さんが歓迎の挨拶を行
った後、最後は開式前に練習したばかり
の学歌「われらが白き学舎に」を全体で
斉唱し、入学式を閉式した。 
　入学式終了後は、新入生は在学生に
よる新入生歓迎イベントに参加し、午後
過ぎまでキャンパスはフレッシュな新入
生たちで賑やかな雰囲気に包まれた。  

　入学式終了後、午前11時過ぎから新
入生父母教育懇談会が開催され、経済
学部・法学部、合わせて約６００名のご父母・
ご家族の方々が参加された。  
　新入生父母教育懇談会は、入学式で
来学される新入生のご父母の方々を対
象に、本学の教育システムや父母会事
業の説明などを行うことを目的として
昨年度から実施されたものだ。今回は
特に入学式が土曜日に開催されたこと
もあって、遠方からも多くお越しいただき、
盛況な懇談会となった。  
　学部別に会場を分けて行われた教育
懇談会では、学部長の挨拶、父母会会長
の挨拶に続いて、教育説明会として教
育システム説明、教員紹介、就職サポー
ト説明などが行われた。また父母会の
活動紹介も行われるなど、1時間余りの
間で密度の濃い懇談会になった。 

大学行事報告 

　金融、年金、保険、税制など、私たちの生活に密接に関連する制度が
大きく変わろうとしている。そのような時代を迎えて、ファイナンス（金
融）に関する知識を持つことは、金融業界で勤める人のみならず、誰
もが身に付けることが必要になっている。最近よくテレビや新聞・雑
誌に登場する「ファイナンシャルプランナー」は、個人の資産運用を扱
うプロフェッショナルとして注目を集めていることは皆さんもよくご存
じだろう。 
　今年度から新規開講された「ファイナンス入門」「ファイナンス実践」
は、ファイナンシャル・リテラシー―社会人・企業人として必須の能力
となる金融知識―を身に付けることを目的として開講されたもので、
ファイナンシャルプランナーをめざす人にはその基本知識を提供して
くれるものである。 
　この講座の一つの特徴は、日興コーディアル証券・金融知力普及協
会の提供講座であるという点だ。提供講座とは、企業などから講師が
派遣されるもので、テキストも企業などが提供してくれる場合が多い。 
　今回新規開講された「ファイナンス入門」（春学期）、「ファイナンス
実践」（秋学期）のほかに、関連講座として野村証券提供講座「証券論
特講」（秋学期）も開講されている。こちらは2002年度から開講さ
れているもので、証券投資とライフプランニングの考え方を中心に講
義が行われている。 
 

　新年度の履修登録時期に合わせて、４月８日（木）から２６日（月）の日程で、「春の
修学相談センター」が開設され、連日、多くの学生・父母が訪れ、履修・学修に関する
相談をはじめ、クラブ活動や奨学金、就職、資格講座、留学など様々な分野の相談が
寄せられた。 
　この「春の修学相談センター」は、例年、各課の窓口などで行われていた相談業
務を１箇所に集約したもので、教員・職員・学生ボランティアが、１号館１階の多目的
ホールで終日、相談を受け付けた。今年度が初めての試みとなるが、履修登録の仕
方や教室の場所など普段、窓口では聞きにくい内容も気軽に聞けると好評で、４月８
日から１５日までの約１週間で約５００件の相談が寄せられるほどであった。 
　今後は、６月２０日（日）に開催される父母会総会と父母懇談会（本学会場）、それ
以降、全国各地で順次開催される予定の地方父母懇談会に合わせて、ご父母・ご家
族を対象とした相談会を開催する予定である。 
　 

　「国際ビジネス入門」は、商社マンＯＢたちが作
るＮＰＯ法人「国際社会貢献センター」の所属講師
が商社での実経験をもとに、国際ビジネスの推移、
東アジアにおける展開、日本の企業内取引（国際
分業）、開発輸入とプラント輸出など「プロジェクト
型」ビジネス、グローバル化時代の企業戦略など
をテーマに講義する。 
　この科目は入門科目として開講されるので、内
容的には新入生でも十分に理解できるように、実
際の現場経験に重きを置いて講義される。 
　今や経済活動はすべて国際的に行われている
と言っても過言ではない。ビジネスの現場を知る
という意味でも、貴重な講座である。 

 

 「春の修学相談センター」を開設  
 

 商社ＯＢが講師に 
「国際ビジネス入門」を 
新規開講 

日興コーディアル証券・金融知力普及協会提供講座 
「ファイナンス入門」「ファイナンス実践」が 
新規開講  
 

新入生父母教育懇談会、 
経済学部・法学部で 
合計約600名が参加  
 

4月3日（土）、 
2004年度入学式を挙行 
 
 

第３０回卒業式、 
経済学部365名、 
法学部363名が旅立つ 
 
 


